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施策の目指す姿

H31

現状と課題

39.00

25.40

青少年の育成のため、地域での子
どもの見守りや健全育成活動など
、具体的な市民の取り組み状況を
示す指標

青少年が地域の中で行事やボラン
ティア活動に加わるなど、地域社
会の一員となって育っているかど
うか市民の認識の度合いを示す指
標

出典：市民アンケート
問：あなたは、昨年１年間に何ら
かの青少年健全育成活動（子ども
会、スポーツ少年団等の地域の青
少年団体活動、スクールガード等
）にかかわったことがありますか
？
(1)ある(2)ない
(1)と答えた市民の割合
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出典：市民アンケート
問：地域で行われている行事やボラン
ティア活動に、青少年（小学生～20歳
位）がよく参加していると思いますか
？
(1)そう思う(２)どちらかといえばそ
う思う(3)どちらとも言えない(4)どち
らかというとそう思わない(5)そう思
わない
(1)(2)と答えた市民の割合

施策主管課 課長名

施策No 施策名 関係課名

◎前年度の評価の振り返り
前年度評価時の今後の方向性

反映状況

１ 施策の目指す姿の実現に向けた主な取組

２ 成果指標

0303 生涯学習の推進 生涯学習課 佐々木 正晴

自主的な生涯学習活動を活発に行っています

02 青少年の社会教育 総務課、市民生活総合相談センター

地域社会の中で、自立した青少年が育つ環境が整っています

【現状】
・地域の中で行事やボランティア活動に、青少年が参加していると思う市民の割合が、平成30年度に27.0%となっており、少ないと捉えられ
ています。
・花巻警察署管内の少年補導者数は減少しています。

【課題】
・青少年が参加しやすい事業の計画と、事業の周知方法を検討する必要があります。
・非行の発生をさらに減らすため、継続した非行防止の取組が必要です。
・インターネットやスマートフォンの普及などにより犯罪が多様化していることから、時代にあわせた青少年の非行防止策を講じていく必要
があります。

・生涯学習講座開催事業の中で展開している「地域生涯学習事業支援」として、各コミュニティ会議関係者と生涯学習関係者が一堂に会して
生涯学習講座実施に関するワークショップ等を開催し、その中で青少年が参加しやすい事業についても開催を働きかけることにより、青少年
の地域活動の推進を図る。

・今年度は各コミュニティ会議関係者が一堂に会するワークショップは開催できなかったため、リモート会議などを開催し、青少年が参加し
やすい事業等についての情報共有を図ったが、新型コロナウイルス感染症の影響により、具体的な新規事業の開催には至らなかった。

（１）青少年活動の推進
○青少年健全育成のための事業の実施
・「はなまきおもしろ探検隊」事業の実施
・花巻市成人式の開催
○青少年健全育成事業の支援
・花巻市青少年育成市民会議への補助
（２）青少年の非行防止
○少年センター等による青少年の非行防止
・少年補導委員による街頭補導活動の実施

施策評価シート(令和2年度実績評価)



４ 施策を構成する事務事業の検証

①市民のニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストの割に成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はないか

施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか

・特になし

・（青少年活動推進事業）地域で行われている行事やボランティア活動に青少年が参加していると思う市民の割合が前年比で、６．３ポイン
ト減少しているが、コロナ以前は各地域行われていた世代間交流事業の件数は決して少なかったわけではないので、コロナ後を見据え、各地
域が行っている世代間交流事業などについて、さらなる情報共有により、事業の浸透を図る。
・（青少年活動推進事業）成人式は今年度、従来よりも大きな会場に変更し、コロナ対策を十分に行ったうえで開催する予定であったが、市
内での感染の急速な拡大等により、ＷＥＢ配信での開催となった。次年度については、十分なコロナ対策を行ったうえでの開催や、ＷＥＢ配
信による開催など、感染症の拡大状況を見据えた開催の手法について検討する必要がある。

・（青少年活動推進事業）令和４年４月の民法の改正施行に伴い、「成人式」のあり方について検討を進める必要がある。

新たに取り組むべき事業はないか

５ 施策の総合的な評価

課題

今後の方向性

・世代間交流事業や成人式など各種事業の実施について、感染症の影響を考慮した新たな手法の検討が必要となっている。
・令和４年４月の民法の改正施行に伴い、「成人式」のあり方について検討を進める必要がある。

・地域で行われている世代間交流事業などについて、感染症対策に配慮した少人数でのこまめな実施や、ＷＥＢの利用など、新たな手法での
開催について、実施主体である、生涯学習課や各コミュニティ会議などによる相互の情報共有を行い開催手法を模索する。
・成人式の開催にあたっては、感染症の状況を見据えた最適な方法での開催について検討を進める。
・民法の改正施行に伴い、令和４年度以降の「成人式」のあり方について、社会教育委員会議等から意見聴取するなどして方針を検討する。

３ 成果指標の達成状況

達成度 達成状況に関する背景・要因

■成果指標「地域で行われている行事やボランティア活動に、青少年が参加していると思う市民の割合」・・・【達成度ｄ】
・割合が目標に遠く及ばない状況であり、前年度よりも大幅に低下しているのは、新型コロナウイルス感染症の影響により地域の行
事が制限されていたこと、それにより参加できるボランティア活動も限られていたことが要因と思慮される。
■成果指標「青少年の健全育成活動にかかわった市民の割合」・・・【達成度ｄ】
・割合が目標に遠く及ばない状況であり、前年度よりも大幅に低下しているのは、新型コロナウイルス感染症の影響により、この一
年間子ども会行事やスポーツ少年団活動が大幅に制限されていたことが要因と思慮される。D



施策を構成する事務事業一覧

No

事務事業名

010

020

030

事業内容(活動実績) 成果

施策への貢献度

意図対象

直結度

担当課

「はなまき！おもしろ探検隊」（小学生を対象とした生涯学習講座）の開催。成人式の実施。青少年関係団体へ
の支援（３回）

平和教室の開催（７回、参加者２４４人）、小学生を対象とした非核平和学習会（新型コロナウイルス感染症の
影響により開催中止）

少年補導委員による街頭補導活動（実施回数２９８回）

C

B

B

一致

間接・
少数

一致

直結

直結

直結

A

B

A

青少年活動推進事業費

非核平和推進事業費

少年センター運営事業費

生涯学習

総務

市民相談


